
合
同
会
議
は
平
成
２６
年
７
月

１４
日
（
月
）
に
組
合
会
議
室
に

お
い
て
開
催
さ
れ
た
。
（
以

下
、
敬
称
略
）

【
出
席
者
】﹇
理
事
﹈
矢
部
、
瀧

山
、
葭
原
、
渡
邉
（
尚
）、長

岐
、
桑
原
、
山
下
、
堀
越
、
狩

野
、
伊
藤
、
渡
部
、
西
川
、
澄

川
、
小
林
、
土
屋
﹇
支
部
長
﹈

加
藤
、
佐
藤

【
欠
席
者
】﹇
理
事
﹈
井
口
、
井

上
﹇
支
部
長
﹈
綾
井
、
斗
澤
、

中
川
、宮
崎（
和
）、古
澤
、松
本

理
事
長
挨
拶

「
本
日
は
ご
多
忙
の
な
か
、
ご

出
席
い
た
だ
き
ま
し
て
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
連
合
会
の

第
３８
回
の
通
常
総
会
が
さ
る
７

月
３
日
に
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
無
事
終

了
す
る
こ
と
が
で
き
、
感
謝
い

た
し
ま
す
。
ま
た
私
が
、
お
蔭

様
で
７
月
１０
日
に
国
土
交
通
大

臣
表
彰
を
受
賞
い
た
し
ま
し

た
。
来
年
度
か
ら
東
タ
煉
協
報

の
発
行
を
年
６
回
か
ら
４
回
に

い
た
し
ま
す
。」

（
こ
こ
で
本
日
の
座
長
に
瀧
山

副
理
事
長
が
指
名
さ
れ
、
以
下

の
報
告
と
提
案
が
あ
っ
た
。）

・
議
題

１
、
各
部
よ
り
提
案
と
報
告

事
業
部（
狩
野
）ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http
:
//w
w
w
.toutakyo

.jp

）に
て
東
タ
煉
協
報
と
技
能

検
定
の
記
事
を
掲
載
し
て
い
ま

す
。

経
理
部
（
渡
邉
）
６
月
末
の
決

算
は
、
ほ
ぼ
予
算
ど
お
り
と
な

っ
て
い
ま
す
。

広
報
部
（
長
岐
）
東
タ
煉
協
報

２
３
５
号
の
内
容
説
明
。

技
術
部
（
桑
原
）
８
月
７
日

（
木
）〜
８
日（
金
）に
技
能
検
定

実
技
試
験
が
行
な
わ
れ
ま
す
。

（
土
屋
）
実
技
講
習
会
の
内
容

に
つ
い
て
説
明
。

資
材
部
（
堀
越
）
年
間
９０
万
円

の
利
益
目
標
で
す
が
、６
月
末

現
在
、２０
万
円
の
達
成
で
す
。

厚
生
部（
山
下
）ゴ
ル
フ
会
８０
回

記
念
大
会
の
場
所
を
今
月
中
に

決
定
し
ま
す
。今
回
は
東
タ
築
、

武
蔵
野
に
も
案
内
を
出
し
て
み

た
い
と
予
定
し
て
い
ま
す
。

総
務
部
（
葭
原
）
事
務
局
の
夏

休
み
は
８
月
１２
日
（
火
）
〜
１７

日
（
日
）
迄
で
す
。
次
回
の
合

同
会
議
は
９
月
１２
日
（
金
）
で

す
。
９
月
２６
日
（
金
）
午
後
４

時
３０
分
に
安
全
祈
願
（
深
川
不

動
）
を
行
な
い
ま
す
。

２
、
各
支
部
よ
り
提
案
と
報
告

新
宿
杉
並
（
矢
部
）
８
月
１
日

に
陸
田
氏
の
送
別
を
兼
ね
て
支

部
会
を
行
な
い
ま
す
。

豊
島
（
堀
越
）
６
月
１７
日
の
支

部
会
は
菊
池
氏
の
送
別
を
兼
ね

て
行
な
い
ま
し
た
。
７
月
１３
日

に
支
部
の
技
能
検
定
講
習
会
を

行
な
い
ま
し
た
。
今
月
の
支
部

会
は
１７
日
に
行
な
い
ま
す
。

練
馬
板
橋
（
伊
藤
）
次
回
の
支

部
会
は
８
月
に
納
涼
大
会
を
行

な
う
予
定
で
す
。

北
（
小
林
）
７
月
２６
に
日
に
支

部
会
を
行
な
い
ま
す
。

足
立
（
佐
藤
）
６
月
１９
日
に
支

部
会
を
行
な
い
ま
し
た
。
次
回

は
８
月
１９
日
、
１１
月
に
は
支
部

旅
行
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
座
長
よ
り
理
事
長
に

交
代
、
会
議
を
終
了
し
た
。

矢
部
理
事
長
が
国
土
交
通
大
臣
表
彰
を
受
賞
�

第
２
回
理
事
・
支
部
長
合
同
会
議

東
京
都
の
平
成
２６
年
度
タ
イ

ル
張
り
技
能
検
定
実
技
試
験
が

８
月
７
日
（
木
）
〜
８
日

（
金
）
に
東
京
都
立
中
央
・
城

北
職
業
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー
板

橋
校
に
て
行
な
わ
れ
た
。

技
能
検
定
は
国
家
検
定
試
験

と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
都
道

府
県
が
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
が
、
東
京
都
で
は
東
京

都
タ
イ
ル
煉
瓦
工
事
工
業
協
同

組
合
・
東
京
タ
イ
ル
築
炉
業
協

同
組
合
・
武
蔵
野
タ
イ
ル
工
事

組
合
の
３
団
体
で
構
成
さ
れ
る

東
京
都
タ
イ
ル
煉
瓦
工
事
業
組

合
連
合
会
（
矢
部
晴
也
会
長
／

東
タ
協
）
が
委
嘱
を
受
け
、
技

能
検
定
実
技
試
験
を
実
施
し
て

い
る
。

今
年
も
猛
暑
の
な
か
で
受
検

者
も
役
員
の
皆
さ
ん
も
熱
中
症

に
十
分
留
意
し
な
が
ら
の
実
技

試
験
と
な
っ
た
が
、
と
く
に
体

調
不
良
を
起
こ
す
人
も
な
く
無

事
終
了
し
た
。
９
月
に
学
科
試

験
が
行
な
わ
れ
て
１０
月
３
日
に

合
格
者
が
発
表
さ
れ
る
。

（
広
報
部
）

タタイイルル工工事事需需要要喚喚起起キキャャンンペペーーンン平
成
２６
年
度

タ
イ
ル
張
り
技
能
検
定

実
技
試
験
を
実
施

東京都タイル煉瓦工事工業協
同組合はタイル工事の需要喚
起と適正価格（値戻し）のた
めに努力します。
１．タイルは住環境を豊かにします。
２．高品質確保のために適正価格を求め

ます。
タイル張り１級技能検定完成例

会
場
と
な
っ
た
板
橋
校タイル張り２級技能検定完成例

第２３６号

�０３（５２２５）６４６６� FAX０３（５２２５）６４７７

発行人 矢部 晴也
編集人 広 報 部

東京都新宿区市谷田町２‐２９
こくほ２１・５Ｆ （〒１６２‐０８４３）

発 行 所
東京都タイル煉瓦工事工業協同組合

第２３６号

東 タ 煉 協 報平成２６年９月１５日（１）


